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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第42期

第２四半期累計期間
第43期

第２四半期累計期間
第42期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 7,114,371 7,349,079 12,669,106

経常利益 (千円) 1,690,716 1,653,351 2,349,476

四半期(当期)純利益 (千円) 1,056,839 1,074,879 1,412,078

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 1,143,060 1,156,410 1,156,410

発行済株式総数 (株) 12,252,900 12,341,900 12,341,900

純資産額 (千円) 8,886,714 9,948,500 9,268,654

総資産額 (千円) 12,491,826 13,672,768 12,749,683

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 86.51 87.09 115.22

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 85.77 － 114.53

１株当たり配当額 (円) － － 32.00

自己資本比率 (％) 71.1 72.8 72.7

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 699,915 1,047,540 1,227,574

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △335,026 △20,079 △833,815

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △314,310 △433,262 △328,099

現金及び現金同等物の四半期末
(期末)残高

(千円) 5,006,208 5,615,487 5,021,289
 

 

回次
第42期

第２四半期会計期間
第43期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 45.70 42.60
 

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３．第43期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容について、重要な変更

はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

該当事項はありません。
　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
　

(1)業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢の改善により緩やかな回復基調にあるもの

の、円安に伴う物価上昇等を背景に個人消費の回復は遅れており、先行き不透明な状況となりました。

当社市場におきましては、既存家屋に対する長寿命化と防災面も含めた保全意識は依然として高く、これが白蟻

防除を主軸とした当社事業にフォローとなっていると見ておりますが、消費者マインドには依然として停滞感があ

り、厳しい事業環境が続いております。

このような状況下において、当社は平成27年４月に奈良支店を新規開設し、営業エリアを21都府県に拡大いたし

ました。営業戦略といたしましては、第１四半期を中心に積極的な広告宣伝・販促活動を展開して、前事業年度に

おいて不振であった新規顧客向け営業の拡販を図るとともに、同様に「買い控え」が見られた既存顧客向け営業に

おいても積極的な販売に努めました。

組織戦略といたしましては、より厳しさを増すと見られる採用環境のなかで優秀な人材の増強を図るため、人事

本部を設置し、担当取締役を配置いたしました。また、平成27年６月に、ガバナンス強化のため社外取締役を増員

いたしました。

この結果、売上高は前年同期比234百万円増（同3.3％増）の7,349百万円となりました。損益面では、売上高の増

加を人員増、拠点増に伴う費用等の増加が上回り、営業利益は前年同期比49百万円減（同2.9％減）の1,640百万

円、経常利益は前年同期比37百万円減（同2.2％減）の1,653百万円となりましたが、四半期純利益は前年同期比18

百万円増（同1.7％増）の1,074百万円となりました。

　

　(経営成績に関する特記事項)

当社の業績（特に利益）は、第２四半期累計期間に偏重する傾向があります。これは、例年５月をピークとして

４月から７月頃まで、白蟻の活動が活発化し、主に白蟻防除の受注件数が増加するためであります。この季節的変

動により、四半期会計期間末ごとの財務内容、経営指標にも変動が生じます。

　

(2)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、前事業年度末比594百万円増加して5,615百万円となり

ました。

　(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同期比347百万円多い1,047百万円の収入となりました。主な要因

は、売上債権の増加額246百万円、法人税等の支払額241百万円がありましたが、税引前四半期純利益1,653百万円が

あったことによるものであります。

　(投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同期比314百万円少ない20百万円の支出となりました。

　(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、前期同期比118百万円多い433百万円の支出となりました。主な要因は、

配当金の支払額395百万円があったことによるものであります。

　

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

　

(4)研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は２百万円であります。

なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 42,000,000

計 42,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,341,900 12,341,900
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株であります。

計 12,341,900 12,341,900 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年９月30日 ― 12,341,900 ― 1,156,410 ― 856,410
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(6) 【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ムネマサ 東京都杉並区永福一丁目39番23号 3,750,000 30.38

宗政 誠 東京都杉並区 856,425 6.94

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社(信託口)

東京都港区浜松町二丁目11番３号 665,500 5.39

ノーザン トラスト カンパニー エ
イブイエフシー リ フィデリティ
ファンズ               (常任代
理人 香港上海銀行東京支店)

50　BANK　STREET　CANARY　WHARF　LONDON　
E14　5NT，UK　　　　　　　　　　　　　(東
京都中央区日本橋三丁目11番１号)

492,000 3.99

渋谷 健一 東京都調布市 361,000 2.92

ステート ストリート バンク 
アンド トラスト カンパニー 
505224
(常任代理人 株式会社みずほ銀行
決済営業部)

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101
U.S.A.
(東京都中央区月島四丁目16番13号)

350,000 2.84

アサンテ従業員持株会 東京都新宿区新宿一丁目33番15号 349,375 2.83

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海一丁目８番11号 284,200 2.30

宗政 ヨシ 東京都杉並区 225,000 1.82

宗政 和美 東京都杉並区 225,000 1.82

計 ― 7,558,500 61.24
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

12,340,300
123,403 ―

単元未満株式
普通株式

1,600
― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 12,341,900 ― ―

総株主の議決権 ― 123,403 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

(注) 単元未満株式68株を保有しております。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成27年７月１日から平成27年

９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２項により、

当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の

財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度の重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

  なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

  資産基準           0.3％

  売上高基準         0.6％

  利益基準           0.1％

  利益剰余金基準     0.1％
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,021,289 5,615,487

  売掛金 1,687,206 1,936,386

  製品 54,142 52,828

  原材料及び貯蔵品 112,494 120,614

  その他 267,556 331,235

  貸倒引当金 △1,687 △193

  流動資産合計 7,141,002 8,056,360

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 1,796,590 1,757,157

   土地 2,952,605 2,952,605

   その他（純額） 242,039 229,289

   有形固定資産合計 4,991,235 4,939,052

  無形固定資産 39,171 40,604

  投資その他の資産   

   その他 632,291 687,109

   貸倒引当金 △54,016 △50,358

   投資その他の資産合計 578,274 636,750

  固定資産合計 5,608,681 5,616,408

 資産合計 12,749,683 13,672,768

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 243,464 271,226

  短期借入金 70,000 70,000

  1年内返済予定の長期借入金 421,080 426,080

  未払法人税等 257,701 607,863

  賞与引当金 255,208 248,369

  その他 969,090 838,793

  流動負債合計 2,216,546 2,462,331

 固定負債   

  長期借入金 668,318 641,528

  役員退職慰労引当金 471,050 479,615

  資産除去債務 65,794 66,887

  その他 59,320 73,905

  固定負債合計 1,264,482 1,261,936

 負債合計 3,481,028 3,724,267

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,156,410 1,156,410

  資本剰余金 856,410 856,410

  利益剰余金 7,255,834 7,935,772

  自己株式 － △92

  株主資本合計 9,268,654 9,948,500

 純資産合計 9,268,654 9,948,500

負債純資産合計 12,749,683 13,672,768
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 7,114,371 7,349,079

売上原価 1,977,393 2,052,982

売上総利益 5,136,978 5,296,097

販売費及び一般管理費 ※1  3,447,310 ※1  3,655,888

営業利益 1,689,667 1,640,208

営業外収益   

 受取利息 583 677

 受取保険金及び配当金 16,393 23,132

 その他 2,148 3,680

 営業外収益合計 19,125 27,490

営業外費用   

 支払利息 6,898 5,995

 支払手数料 3,980 5,880

 その他 7,197 2,471

 営業外費用合計 18,076 14,347

経常利益 1,690,716 1,653,351

特別損失   

 固定資産除却損 20,490 －

 特別損失合計 20,490 －

税引前四半期純利益 1,670,226 1,653,351

法人税、住民税及び事業税 511,256 576,188

法人税等調整額 102,130 2,283

法人税等合計 613,387 578,472

四半期純利益 1,056,839 1,074,879
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
  至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
  至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 1,670,226 1,653,351

 減価償却費 54,213 82,968

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 62 △5,151

 賞与引当金の増減額（△は減少） △17,111 △6,839

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,424 8,564

 受取利息及び受取配当金 △583 △677

 支払利息 6,898 5,995

 固定資産除却損 20,490 －

 売上債権の増減額（△は増加） △204,662 △246,671

 たな卸資産の増減額（△は増加） △2,452 △6,806

 仕入債務の増減額（△は減少） 5,248 27,761

 その他 △130,744 △217,013

 小計 1,410,010 1,295,480

 利息及び配当金の受取額 583 677

 利息の支払額 △7,259 △6,316

 法人税等の支払額 △705,439 △241,985

 その他 2,021 △316

 営業活動によるキャッシュ・フロー 699,915 1,047,540

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 固定資産の取得による支出 △303,755 △16,194

 固定資産の除却による支出 △20,490 －

 その他 △10,780 △3,885

 投資活動によるキャッシュ・フロー △335,026 △20,079

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 200,000 200,000

 長期借入金の返済による支出 △209,290 △221,790

 配当金の支払額 △304,156 △395,079

 その他 △864 △16,393

 財務活動によるキャッシュ・フロー △314,310 △433,262

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 50,578 594,198

現金及び現金同等物の期首残高 4,955,629 5,021,289

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  5,006,208 ※1  5,615,487
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【注記事項】

(四半期損益計算書関係)

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な科目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

給料及び手当 1,560,594千円 1,624,496千円

賞与引当金繰入額 179,281千円 190,705千円

退職給付費用 15,915千円 10,336千円

役員退職慰労引当金繰入額 8,424千円 8,564千円
 

 

２．前第２四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)及び当第２四半期累計期間(自 平成27年

４月１日 至 平成27年９月30日)

当社の売上高は、第２四半期累計期間に受注が集中するため、第２四半期累計期間の売上高が他の四半期会計期

間と比較して増加する傾向にあります。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりで

あります。

 
前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

現金及び預金勘定 5,006,208千円 5,615,487千円

現金及び現金同等物 5,006,208千円 5,615,487千円
 

 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月24日

定時株主総会
普通株式 304,867千円 25円 平成26年３月31日 平成26年６月25日 利益剰余金

 

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

　

当第２四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月23日

定時株主総会
普通株式 394,940千円 32円 平成27年３月31日 平成27年６月24日 利益剰余金

 

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)
 

【セグメント情報】

当社は、単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期累計期間

(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 86円51銭 87円09銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 1,056,839 1,074,879

   普通株主に帰属しない金額(千円)   

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,056,839 1,074,879

   普通株式の期中平均株式数(千株) 12,216 12,341

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 85円77銭 ―

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益調整額(千円) ― ―

   普通株式増加数(千株) 105 ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

　(注) 当第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

 

EDINET提出書類

株式会社アサンテ(E27303)

四半期報告書

12/15



２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成27年11月13日

株式会社アサンテ

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   佐   藤   明   典   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   石   井   広   幸   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アサン

テの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第43期事業年度の第２四半期会計期間(平成27年７月１日から平成27

年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アサンテの平成27年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象に含まれておりません。
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